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日 本 の ブフ ア ウナ に 新しく 加え られ る 
セセリ チョ ツウ 科 の 1 種 に つい て 
白 水 隆 ? 





Hasora chromus inermis ELwES et EDWARDS, an unrecorded 
Hesperiid butterfly from Japan 
By TAKASHI SHIROZU 






Figs. 1 & 2. Hasora chromus inermis PLLWES et EDWARDS, 8. 
Okinoerabu sland, Amami Group, Japan, 15. vii. 1957 ex pupa 
(reared from egg by Mr. M. UMEBAYASHI)、 


目下 , 奄美 大 島 の 沖永良部 島 と 駐在 中 の 梅林 満 智 也 氏 (門司 植物 防疫 所 ) に よっ て 日 本 領土 より 未 記 録 の 大 形 
の セセリ チョ ツウ 科 の 1 種 が 同島 より 発見 され た の で 取 敢 え ず こと に 報告 し た い . この 小 文 を 綴る に あたり 資料 を 
提供 され た 梅林 氏 の 好意 人 に 謝意 を 表す る と 共に , 同氏 の 功績 を 特記 し た い . また 日 頃 御 腰 切な 御 指導 を 頂く 九 大 
農学 部 江崎 恒 三 , 安松 京 三 の 両 博士 対し て も 厚く 感謝 の 意 を 表す る . 

Hasora chromus inermis ELWES et EDWARDS 
オキ ナ ワ ビビ ロッド セ セリ (Figs. 1-2, 8 : Fig. 3, pupal case) 














本 種 の 琉球 , 台湾 方 面 に お ける 分 布 , 近似 種 タ イワ ン ビ ロッ ド セ セ リ Hasora taminatus vairacana FRUHSTO- 
REER と の 区 別 そ の 他 に つい て は 私 が 以前 に 精 論 し た こと が ある (台湾 及び 琉球 産 ビ ロウ ド セ セ リ 属 の 近似 の ニ 
種 に 就 い て , Zephyrus, 9 (4) : 245-255, pl. 21, 1947). 従来 台湾 で は 紅 頭 風 と 南端 部 の クラ ル か ら のみ 知ら れ , 
琉球 で は 波照間 鳥 , 石垣 島 、 久米 島 , 沖縄 本 島 が 既知 産地 で , 沖縄 本 島 が 分 布 の 北限 と さき され て いた が , 今回 の 発 
見 で 沖永良部 島 ま で 分 布 の 北限 が 伸び 新しく 日 本 の fauns に 加え られ る と と に な っ た の で ある . 

本 種 の 形態 の 概要 を 沖永良部 島 産 の 材料 に よっ て 参考 まで に 略記 すれ ば 次 の 通り で ある . 

$. 殖 表 黒褐色 , 無 紋 . 前 閉 中 室 下方 に 斜 向 す る 性 条 が ある が 新鮮 な 標本 で は や そ 認 め 難 い . 体 の 背面 , 前 贅 
基部 , 後 凌 基 半 ょ り 肛 角 部 に か け て 生ずる 毛 は 緑 灰色 , 見 る 方 向 に よっ て や ヽ 緑 色 味 の 目立つ こと が ある . 裏面 
の 地 色 は 灰 褐色 , 前 次 半 底 部 より 中 央 に か け て や い 暗 色 , 内 緑 部 は 灰白色 . 前 次 外縁 に 近く 淡色 帯 を 有する が 極 
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めで て 納 く 不明 際 新鮮 な 標本 た お いて 僅か に 認 
あめ うる 程度 で ある . 後半 は その 中 央 部 より や 
CE 

白 帯 の 後 端 は 肛 角 に 達せ ず 第 1b 脈 に お いて 
32 第 1b 脈 に 沿う て 直線 的 と 
次 庶 に 向う が , 屈曲 部 より 次 庶 間 に お いて は 白 
色 鱗 が や ょ 弱い . 尾 状 突起 を 含む 肛 角 部 は 広く 
黒色 を 星 し , この 黒色 斑 の 内 縁側 に 白色 部 , ま 
た 尾 状 突起 の 前 部 より 外縁 に 沿う て 前 緑 角 と 向 
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細 白 線 が ある が , この 組 白 線 は 第 1 b 及び 第 Fig. 3. A pupal case of sbr hos nermis BES 
2 室 に お いて や ヽ 顕 著 , それ より 前 方 に 向っ て et EDWARDS, 8, from Okinoerabu Tsland. 








次 第 に 不 隊 明 と な り 洒 次 消 夫 する . 

? . 前 翔 表 に 性 条 を 欠き , また 前 贅 第 2, 3 室 に 小 黄 白 斑 を そ な を る ほか , 色彩 斑紋 は $ と 殆 ん ど 同 様 . 

所 検 標本 : 沖永良部 島 , 1 *( 野 外 採 品 , 23, vi. 1957) ; 1 8 (飼育 品 , 15, vii. 1957, 九州 福岡 市 に て 羽化 ) . 
梅林 満 智 也 氏 採 集 及び 飼育 . 

沖永良部 島 に お ける 食 草 : クロ ヨナ Pongamia glabra VENTENAT (マメ 科 ). 

梅林 氏 は 1957 年 4 月 に 初め て 本 種 を 沖永良部 島 で 採集 し , 後 将 裏 面 に 白 葵 の ある アオ バ ベ セ セリ 大 の セセリ チョ 
ウ を 捕え た 旨 を 私 人 C 報 告 し て きた . 概 林 氏 の 記述 と 分 布 上 の 知識 か ら 私 は 恐らく オキ ナリ ワ ビ ロッ ド セ セ リ で あろ 
うと 推定 し , 石垣 島 で 知ら れ た その 食 草 マメ 科 の クロ ヨナ (白水 前 出 報 文 , p. 250 参照 ) を 調べ て 幼虫 や 細 を 控 
索 し て も ら う よう に 同氏 に 依頼 し た . 間もなく 氏 の 努力 に より 本 種 が クロ ヨナ の 新芽 に 産 欧 する こと と が 確 め られ , 
幼虫 も 発見 され た . 梅林 氏 の 観察 に よれ ば 幼虫 は 1 令 の 間 は 新芽 を 捨 いて その 中 に ひそ み 葉 を 食べ て いる が , 2 
令 以後 は 葉柄 ある い は 若 枝 中 喰 入 り 開 の み を 外部 に 出す と 言う この よう な 習性 は 日 本 産 の セセリ チョ ウ で は 
全く 知ら れ て いな い 所 で 興味 深い . 梅林 氏 に よっ て 沖永良部 島 で 飼育 され た 本 種 の 生 呈 2 頭 が 7 月 13 日 に 私 の 手 
許 に 到着 し た が , その 中 の 1 頭 は 福岡 市 内 の 私 の 研究 室 に お いて 7 月 15 日 に 羽化 し た . 写真 た 示し た 8 の 標本 及 
び 脱 皮 殻 は と の 材料 基く . 他 の 1 頭 は 商 の 標本 と し た た め 羽 化 の 記録 は と れ な か っ た が , 暴 の 着色 程度 か ら 判 断 
し て 7 月 15 日 羽化 の も の より 1 一 2 日 お くれ て 羽化 すべ きも の と 判断 され た . こと れ ら の 2 頭 の 生 星 は 梅林 氏 の デ 
ー タ に よれ ば 1957 年 6 月 23 日 産卵 , 7 月 8 日 遇 化 と あぁ あり, また 別に 同氏 の 手許 に 残さ きれ た 同じ 7 月 8 日 帳 化 の 2 個 
体 は 沖永良部 島 に お いて 7 月 16 日 に 両者 共に 羽化 し た 旨 , 後日 通知 を 受け た . 以上 の 飼育 記録 か ら 卵 期 十 幼 昌 其 
は 12 日 , 靖 期 7 一 8 日 , 産卵 か ら 羽 化 ま で の 所 要 日 数 19~20 日 と いう 本 種 1 世代 所 要 日 数 の 1 例 が 判明 し た わけ で , 
その 迅速 な 経過 より 見 て 沖永良部 島 な どの 高温 地 で は 本 種 は 年 間 に か な り 多 く の 世 代 を 繰 返 す も の と 思わ れる . 
本 種 の 食 草 クロ ヨナ は 木 本 の マメ 科 植 物 で , 九 大 理学 部 細川 隆 英 教授 に よれ ば 奄美 大 島 に も 多く , さら に 北上 
し て 屋久 島 の 低地 帯 に も 生育 する と 言う . 奄美 大 島 で は 同島 名 瀬 の 森田 忠義 氏 よ りす で に 本 種 と 思わ れる も の の 
採集 報告 を 受け て いる の で , いづ れ 沖永良部 島 以 北 の 島々 か 次 々 と 見 出さ れる で あろ う . 屋久 島 の 海岸 地帯 も 
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Résumé 







































































The following Hesperiid butterfly has not been recorded from Japan. 
Hasora chromus inermis ELWES et EDWARDS, 1897 
1897 9502 nermis ELWES et EDwARDS, Trans. Zool. Soc. London, 14 (4): 301, pls. 20, 27. 
1947 Hasora chromus inermis SHIROZU, Zephyrus, 9 (4): 245-255, pl. 21. 
Habitat: Okinoerabu Island, the Amami Group, Japan. 
Food plant in Okinoerabu Tsland : Pongamia glabra VENTENAT (Leguminosae ). 
2 Through the courtesy of Mr. MACHIYA UMEBAYASHI I could examine one female specimmen of this 
species collected by him on June 23, 1957, and rear one male specimen (fgs. 1-2) from the pupa which 
was sent to my laboratory from him. According to his information this pupa was reared by him from 
the egg oviposited on June 23, 1957, and the date of pupation was July 8 of the same year. 
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